
渡
辺
澄
夫
先
生
を
偲
び
て

先
生
と
の
最
初
の
出
合
い
は
、
昭
和
七
年
、
大
分
師
範
の
寄
宿
舎
で
あ
る
。
各
学
年
一
名
ず
つ
の
五
名
が
一
部
屋
で
、
室
長
は
「
澄
さ
ん
」
こ
と

も
く

渡
辺
澄
夫
氏
、
四
年
生
は
「
茂
君
」
と
呼
ば
れ
る
大
物
、
一
一
年
生
は
剣
道
一
一
一
味
の
正
義
感
溢
れ
る
頃
の
私
で
あ
る
。

も
く

室
長
は
高
等
師
範
入
試
を
目
前
に
し
て
、
醒
謹
勉
強
で
、
脇
目
も
振
ら
な
い
。
話
も
し
な
い
。
四
年
生
の
茂
君
は
佐
藤
姓
で
、
卒
業
後
す
ぐ
に
村

会
議
長
と
な
り
村
長
と
な
り
、
政
界
に
一
気
に
馳
上
っ
た
異
才
で
あ
る
。
私
は
、
校
則
や
寄
宿
舎
の
取
決
め
は
眼
中
に
な
い
茂
君
と
は
話
が
合
わ
ず
、

毎
日
喧
嘩
す
る
。
一
戦
が
す
む
と
、
室
長
が
頭
を
上
げ
て
、
一
一
コ
リ
と
笑
う
。
三
年
生
と
一
年
生
は
飛
び
火
を
怖
れ
て
オ
ロ
オ
ロ
。

、
総
つ

時
々
、
室
長
の
「
澄
さ
ん
」
と
一
一
人
き
り
に
な
る
と
、
秀
才
の
評
価
な
ど
を
し
た
。
国
漢
英
数
な
ど
の
主
要
教
科
の
評
点
の
乙
の
数
で
決
め
る
の

で
あ
る
。
科
目
が
二
十
位
あ
る
の
で
、
乙
が
半
数
以
下
で
あ
れ
ば
優
等
生
と
な
る
。
こ
の
評
価
に
よ
る
と
、
学
校
の
通
信
簿
の
優
等
生
は
逆
転
し
て

毎
日
喧
嘩
す
る
。

時
々
、
室
長
（

で
あ
る
。
科
目
聖

劣
等
生
と
な
る
。

こ
の
陰
の
通
信
簿
に
よ
る
と
、
学
校
一
の
秀
才
は
乙
の
数
が
三
の
室
長
「
澄
さ
ん
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
⑬
。

其
の
後
は
別
々
の
道
を
歩
い
た
。
私
は
科
学
教
育
に
没
頭
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
身
辺
に
歴
史
ず
く
事
が
続
発
し
た
。
こ
れ
は
人
生
の
成
熟
期
の
徴

候
か
も
知
れ
な
い
。
科
学
的
志
向
で
郷
土
史
を
見
た
い
。

こ
ん
な
時
誰
か
が
「
澄
さ
ん
の
中
世
史
は
日
本
一
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
陰
の
評
価
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

早
速
、
昔
の
室
長
の
「
澄
さ
ん
」
と
の
旧
交
を
温
め
、
弟
子
入
り
を
し
た
。
中
世
文
書
の
解
読
は
難
し
い
。
そ
れ
を
手
取
り
足
取
り
し
て
教
え
て

く
れ
た
。
日
本
一
の
魅
力
が
教
室
を
充
た
し
て
い
た
。

こ
の
間
、
小
著
「
前
岡
城
物
語
」
の
序
文
を
お
願
い
し
た
。
大
変
褒
め
て
書
い
て
下
さ
っ
た
。

昨
年
十
二
月
六
日
（
土
）
例
の
如
く
古
文
書
研
究
会
が
行
わ
れ
た
。
辞
去
す
る
時
に
折
角
廊
下
ま
で
出
ら
れ
て
「
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と
謂
わ

れ
た
。
こ
れ
が
、
先
生
と
の
別
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

つ
ま

ゆ

年
晦
る
御
世
話
で
し
た
と
計
き
し
人

（
追
記
）
茂
君
の
消
息
は
判
ら
な
い
。
戦
死
か
も
知
れ
ぬ
。
一
年
生
は
在
学
中
に
死
亡
し
た
。
三
年
生
は
始
め
か
ら
教
員
名
簿
に
無
い
。

他
県
に
出
た
。

（
大
分
県
地
方
史
研
究
会
会
員
）

四
一

一

大
塚

主


